


歩
ん
だ
20
年
、
築
く
未
来―

大
田
市
合
併
20
周
年
記
念
式
典
を

盛
大
に
開
催

　
平
成
17
年
10
月
１
日
に
旧
大
田
市
・
邇
摩
郡
温
泉
津
町
・
仁
摩

町
の
１
市
２
町
が
合
併
し
て
「
新
大
田
市
」
が
誕
生
し
、
今
年
で

20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
10
月
４
日
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
大
田
市
民
会
館
で

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
や
表
彰
の
受
賞
者
、
市
民
な
ど
約

４
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
新
市
が
発
足
し
て
か
ら
の
20
年

の
歩
み
を
映
像
で
上
映
し
、
こ
れ

ま
で
の
市
政
に
関
す
る
行
事
や
主

な
で
き
ご
と
な
ど
の
思
い
出
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
で
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
名
誉
市
民
に
贈
呈
す
る
名

誉
市
民
章
の
デ
ザ
イ
ン
入
賞
者
へ

表
彰
状
の
授
与
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
大
田
市
合
唱
連
盟

「
お
お
だ
マ
イ
シ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

の
皆
さ
ん
が
、
合
併
10
周
年
の

と
き
に
製
作
し
た
市
の
愛
唱
歌

「
０
８
５
４
―
８
」
お
よ
び
「
フ

ニ
ク
リ
フ
ニ
ク
ラ
」
を
合
唱
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

市
長
式
辞

　
市
長
は
「
１
市
２
町
が
合
併
し

誕
生
し
た
本
市
が
、
20
年
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
本
日
は

20
年
の
節
目
を
迎
え
た
記
念
す
べ

き
日
。
こ
れ
か
ら
の
10
年
・
20
年

を
目
指
す
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
日

で
も
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞

　
合
併
20
周
年
記
念
を
祝
い
、
島

根
県
知
事
、
衆
議
院
議
員
な
ど
が

祝
辞
を
述
べ
、
式
典
に
華
を
添
え

ま
し
た
。

写
真
で
振
り
返
る

20
年
の
歩
み

新「大田市」合併記念式典
（平成18年７月）

大田市東部を震源とする
島根県西部地震が発生
（平成30年４月）

1 市長から名誉市民の称号を授与される中村ブレイス株式会社の中村俊郎取締役会長　2 司会をおこなう大田高等学校の生徒
3 式辞を述べる市長　4 島根県知事、衆議院議員、県議会議員、県内各市長など多くの皆さんにご出席いただきました

１４

３

２

広報おおだ　Ｒ7（2025）10.23 ２

「石見銀山遺跡とその文化的
景観」が世界遺産に登録
（平成19年７月）
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大
田
市
名
誉
市
民
顕
彰

　
大
田
市
の
発
展
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
卓
絶
で
、
市
民
の
尊
敬

の
的
と
仰
が
れ
る
方
に
対
し
て

『
大
田
市
名
誉
市
民
』の
称
号
を
贈

る
「
大
田
市
名
誉
市
民
顕
彰
」。

　
こ
の
た
び
称
号
を
授
与
さ
れ
た

中
村
ブ
レ
イ
ス
株
式
会
社
の
中
村

俊
郎
取
締
役
会
長
は
、
長
年
に
わ

た
り
、故
郷
の
再
生
に
貢
献
さ
れ
、

平
成
19
年
の
「
石
見
銀
山
遺
跡
と

そ
の
文
化
的
景
観
」
の
世
界
遺
産

登
録
に
も
尽
力
。
春
の
褒
章
や
秋

の
叙
勲
を
は
じ
め
多
数
の
賞
を
受

賞
さ
れ
る
な
ど
、
功
績
が
顕
著
で

あ
る
こ
と
か
ら
名
誉
市
民
と
し
て

顕
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
称
号
記
と
併
せ
て
市
の
花
で
あ

る
れ
ん
げ
つ
つ
じ
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
名
誉
市
民
章
が
市
長
か
ら
贈
ら

れ
ま
し
た
。

大
田
市
功
労
表
彰

　
自
治
、
産
業
経
済
、
教
育
文
化
、

社
会
福
祉
そ
の
他
の
各
分
野
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
向
上
に

尽
力
し
、
大
田
市
の
た
め
に
貢
献

し
た
功
績
が
顕
著
な
方
に
贈
呈
さ

れ
る
『
大
田
市
功
労
表
彰
』。

　
こ
の
た
び
「
特
別
功
労
」
お
よ

び
「
一
般
功
労
」
表
彰
を
受
賞
し

た
１
１
４
人
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

新
た
な
未
来
に
向
け
て

　
今
後
も
、
誰
も
が
将
来
の
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
『
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
』
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
８
）

山陰道「大田・静間道路」
「静間・仁摩道路」開通
（令和６年３月）

第71回全国植樹祭
（令和３年５月）

「石見の火山が伝える悠久の
歴史」が日本遺産に認定
（令和２年６月）

山陰道「多伎・朝山道路」
開通
（平成31年１月）

石見銀山世界遺産センターと台
湾新北市黄金博物館が友好連携
協定を締結（令和６年11月）

５６７

９ ８

5 記念映像を上映しました　6 名誉市民章のデザイン入賞者の皆さん
7 功労表彰者を代表してあいさつをする三浦靖氏　
8 合唱で会場を盛り上げる「おおだマイシティコール」の皆さん　9 万歳三唱で閉幕しました
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●
佐
藤
京
子
（
大
代
町
）

【
商
工
業
功
労
】

●
齊
藤
　
寛
（
大
田
町
）

●
原
　
勝
正
（
仁
摩
町
）

【
教
育
文
化
功
労
】

●
故
　
石
賀
　
了
（
大
田
町
）

功
労
表
彰

【
自
治
功
労
】

○
小
川
和
也
（
久
手
町
）

○
小
林
　
太
（
温
泉
津
町
）

○
松
葉
昌
修
（
三
瓶
町
）

○
松
村
信
之
（
静
間
町
）

○
三
島
賢
三
（
三
瓶
町
）

○
吾
郷
昭
二
（
山
口
町
）

○
天
野
隆
明
（
静
間
町
）

○
岩
谷
洋
司
（
朝
山
町
）

○
上
村
耕
司
（
三
瓶
町
）

○
大
門
英
樹
（
仁
摩
町
）

○
大
國
栄
伸
（
山
口
町
）

○
大
谷
文
樹
（
富
山
町
）

○
大
野
和
徳
（
温
泉
津
町
）

○
大
野
　
敬
（
鳥
井
町
）

○
岡
本
孝
実
（
三
瓶
町
）

○
金
藤
繁
行
（
川
合
町
）

○
亀
岡
隆
行
（
長
久
町
）

○
川
北
満
隆
（
仁
摩
町
）

○
河
村
政
二
（
大
森
町
）

○
黒
瀬
和
則
（
仁
摩
町
）

○
郷
原
淳
治
（
久
利
町
）

○
幸
村
義
彦
（
富
山
町
）

○
坂
根
勇
司
（
久
手
町
）

○
坂
本
静
雄
（
大
代
町
）

○
佐
藤
孝
幸
（
大
田
町
）

○
島
林
一
雄
（
三
瓶
町
）

○
菅
森
孝
夫
（
祖
式
町
）

○
杉
本
洋
司
（
三
瓶
町
）

○
宅
和
　
健
（
鳥
井
町
）

○
武
間
　
篤
（
水
上
町
）

○
田
中
健
次
（
波
根
町
）

○
田
中
淳
司
（
朝
山
町
）

○
知
野
見
好
弘
（
朝
山
町
）

○
塚
田
和
巳
（
波
根
町
）

○
月
森
　
勉
（
静
間
町
）

○
寺
本
明
彦
（
三
瓶
町
）

○
戸
島
英
夫
（
温
泉
津
町
）

○
中
垣
喜
満
（
大
代
町
）

○
中
島
信
博
（
温
泉
津
町
）

○
那
須
義
之
（
川
合
町
）

○
西
村
浩
二
（
温
泉
津
町
）

○
西
村
満
之
（
川
合
町
）

○
長
谷
和
孝
（
大
代
町
）

○
福
間
正
美
（
三
瓶
町
）

○
前
坂
　
毅
（
三
瓶
町
）

○
松
浦
真
一
（
仁
摩
町
）

○
松
浦
英
己
（
仁
摩
町
）

○
光
井
賢
治
（
大
森
町
）

○
光
井
孝
治
（
大
森
町
）

○
山
内
政
実
（
静
間
町
）

○
山
根
久
義
（
五
十
猛
町
）

○
山
本
浩
嗣
（
温
泉
津
町
）

○
横
　
明
完
（
大
代
町
）

　
合
併
20
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
、
表
彰
さ
れ
た
方
々

の
お
名
前
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

特
別
功
労
表
彰

【
自
治
功
労
】

●
三
浦
　
靖
（
川
合
町
）

●
生
越
俊
一
（
久
手
町
）

●
内
藤
芳
秀
（
大
田
町
）

●
和
田
章
一
郎
（
久
手
町
）

●
有
光
孝
次
（
長
久
町
）

●
大
西
　
修
（
鳥
井
町
）

●
河
村
賢
治
（
温
泉
津
町
）

●
塩
谷
裕
志
（
仁
摩
町
）

●
月
森
和
弘
（
大
田
町
）

●
福
間
達
雄
（
長
久
町
）

【
民
生
功
労
】

●
宇
谷
裕
子
（
長
久
町
）

●
小
林
昌
次
（
富
山
町
）

●
竹
村
一
秀
（
長
久
町
）

●
増
澤
寛
順
（
温
泉
津
町
）

●
渡
邊
和
夫
（
大
田
町
）

●
和
田
良
一
（
川
合
町
）

【
公
衆
衛
生
功
労
】

●
福
田
一
雄
（
波
根
町
）

●
泉
　
司
郎
（
松
江
市
）

●
泉
　
成
夫
（
仁
摩
町
）

●
大
澤
優
彦
（
久
手
町
）

●
三
宅
一
實
（
大
田
町
）

○
吉
田
英
樹
（
温
泉
津
町
）

○
和
田
　
出
（
五
十
猛
町
）

○
和
田
吉
正
（
三
瓶
町
）

○
渡
邊
一
郎
（
久
手
町
）

【
自
治
功
労
・
民
生
功
労
】

○
林
　
至
　
（
温
泉
津
町
）

【
民
生
功
労
】

○
石
原
博
子
（
祖
式
町
）

○
大
野
恭
子
（
温
泉
津
町
）

○
佐
藤
京
子
（
大
代
町
）

○
竹
下
實
則
（
富
山
町
）

○
吉
田
満
壽
美
（
大
森
町
）

○
兒
島
ミ
ユ
キ
（
長
久
町
）

○
岡
田
三
史
（
久
手
町
）

○
月
森
勝
博
（
静
間
町
）

○
津
村
信
隆
（
祖
式
町
）

○
藤
井
好
文
（
三
瓶
町
）

○
和
田
　
整
（
五
十
猛
町
）

【
公
衆
衛
生
功
労
】

○
大
草
博
子
（
三
瓶
町
）

○
岸
田
節
子
（
富
山
町
）

○
月
森
眞
理
子
（
静
間
町
）

○
藤
井
律
子
（
三
瓶
町
）

○
松
原
由
美
（
大
屋
町
）

○
合
　
儀
行
（
鳥
井
町
）

○
長
坂
行
博
（
長
久
町
）

○
田
平
卓
也
（
仁
摩
町
）

○
山
﨑
直
子
（
大
田
町
）

【
商
工
業
功
労
】

○
谷
本
隆
臣
（
大
田
町
）

○
浅
野
浩
司
（
大
田
町
）

○
波
多
野
瑠
璃
子
（
大
田
町
）

○
福
田
弘
吉
（
大
田
町
）

○
森
脇
慎
一
（
大
田
町
）

【
教
育
文
化
功
労
】

○
竹
下
ち
と
せ
（
仁
摩
町
）

○
仲
野
義
文
（
鳥
井
町
）

【
篤
行
】

○
安
道
光
二
（
京
都
府
）

○
故
　
星
出
和
子
（
温
泉
津
町
）

○
近
畿
大
田
市
人
会

前
会
長
　
田
中
公
道
（
大
阪
府
）

○
東
京
大
田
市
人
会

前
会
長
　
田
中
修
（
神
奈
川
県
）

○
金
　
珍
　
培

　
　
　
　
（
韓
国
大
田
廣
域
市
）

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
４
）

４

一
般
功
労
者
を
代
表
し
て

林
至
氏
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

山
陰
防
災
電
機
株
式
会
社
　

株
式
会
社
テ
レ
プ
ラ
ザ
が
大
田
市
を
応
援

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
山
陰
防
災

電
機
株
式
会
社
（
出
雲
市
）
か
ら

「
協
働・共
創
に
よ
り
持
続
可
能
な

ま
ち
を
つ
く
る
事
業
」
に
、
ま
た
、

株
式
会
社
テ
レ
プ
ラ
ザ
（
鳥
取
県

米
子
市
）
か
ら
「
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
豊
か
な
心
を
つ
く
る
事
業
」

に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
11
日
と
９
月
18
日
に
は
そ
れ

ぞ
れ
、
市
長
か
ら
「
大
田
市
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
ご
支
援
に
深
く
感

謝
す
る
。
大
田
市
の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
お
礼
を

述
べ
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

（
地
方
創
生
応
援
税
制
）
と
は
…

　
国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地

方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
企

業
が
寄
附
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
法
人

関
係
税
か
ら
税
額
控
除
す
る
仕
組
み

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

山陰防災電機株式会社　
布野浩之代表取締役社長（左）

株式会社テレプラザ　
足田憲昭代表取締役社長（左）

郵便局を地域の“コミュニティハブ”に
～大森町で行政・大学・民間事業者と郵便局がコラボした取り組みが始まっています～

　大森町で、大田市・大学・民間事業者が連携し、郵便局を地域のコミュニティハブ（まちの活動拠点）として
活用する取り組みが始まりました。
　この取り組みは総務省の「地域の持続可能性の確保に向けた郵便局の利活用推進事業」に採択されたもので、
大森町で活動する一般社団法人 石見銀山みらいコンソーシアムが事務局として推進しています。
　具体的には、大森町にある石見銀山大森郵便局で、①大学などと連携した健康教室の開催、②ケーブルテレビ
などと連携したスマホ教室の開催、③市内・市外企業などと連携した観光ＰＲやお土産販売をおこなう観光拠点
の設置、④地元企業と連携した滞在・交流拠点の設置をおこないます。
　それぞれに、今後、市のＳＮＳなどでもお知らせしますので、ぜひ一度、お越しください。

問
一
般
社
団
法
人 

石
見
銀
山
み
ら
い
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

 

（
事
業
事
務
局
）（
☎
０
７
０-

９
３
５
９-

８
４
２
９
） （上図）施策イメージ

行政や民間の

【実証地域】島根県大田市大森町（石見銀山大森郵便局）
【実証期間】令和７年10月６日㈪～令和８年２月13日㈮（予定）
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健全化判断比率 ――すべての指標が健全化基準を下回っています

※１　地方公共団体の標準的な状態で通常収入があるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
※２　赤字、資金の不足が生じておらず、比率が算定されないため「－」表示となります。

早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準を超えると……それぞれに対応した計画を作成し、総務大臣などに報告、
自主的または国・県の関与のもとに財政健全化をおこなうことになります。

■実質赤字比率

早期健全化基準…12.90％
財政再生基準…20.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

普通会計を対象とした実質赤字の標
準財政規模※1に対する比率で、普通
会計の赤字の程度を示しています。

大田市　9.9％ 大田市　83.9％

早期健全化基準…350.00％

普通会計が将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率
で、市が将来支払っていく負担額の
大きさの程度を示しています。

■連結実質赤字比率

早期健全化基準…17.90％
財政再生基準…30.00％

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

全会計を対象とした実質赤字（また
は資金不足額）の標準財政規模に対
する比率で、市全体の赤字の程度を
示しています。

大田市　―％※２

（赤字、資金不足なし）

■実質公債費比率

早期健全化基準…25.00％
財政再生基準…35.00％

普通会計が負担する元利償還金およ
び準元利償還金の標準財政規模に対
する比率で、市の借金の返済額の大
きさの程度を示しています。

■資金不足比率

経営健全化基準…20.00％

公営企業における資金不足額の事業
の規模に対する比率で、事業規模で
ある料金収入に対する資金不足の程
度を示しています。

■将来負担比率

　大田市はどの指標においても早期
健全化（経営健全化）基準内であり、
財政状況は健全であるといえます。
しかし、今後の財政運営は、物価高
騰や老朽化している公共施設への対
応が必要となってきます。
　今後とも、これらの指標を参考に
しながら健全な財政運営に努めてい
きます。

　平成19年６月、自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が施行されました。地方公共団体は、４つの指標である「健全化判断比率」、公営企業の経営の健全化を判断
する指標である「資金不足比率」を公表することが義務付けられました。
　各比率は次のとおりで、監査委員の審査を受け、９月市議会に報告しました。

決算の状況

収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）
収益的収支（税抜）
資本的収支（税込）

病院事業

水道事業

下水道事業

特別会計合計

企
業
会
計

116億2,434

46億3,894

87億8,498

254億7,893
40億3,379

2,452
12億5,977
60億6,281

2,283
16億5,632
130億6,004
51億2,971
4億2,971
10億6,582
7億201

8億2,839
17億4,953

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
簡易給水施設事業
大田市駅周辺土地区画整理事業

一般会計

0

8,409

2億9,044

歳入
249億7,323
39億6,811

2,452
12億4,712
58億9,859

2,283
16億5,045
128億1,162
61億5,811
6億2,344
11億928

10億9,988
9億326

19億6,528

歳出
5億570
6,568

0
1,265

1億6,422
0

587
2億4,842

△10億2,840
△1億9,373
△4,346

△3億9,787
△7,487

△2億1,575

差し引き
286億921

0
1,640

0
0
0

20億1,970
20億3,610

市債残高
51億6,325
1億7,724

723
0

3億3,217
0
0

5億1,664

基金残高
（単位：万円）

特
別
会
計
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令和６年度

決算報告
一般・特別会計の概要

市ホームページ

ホームページをご覧ください
財政状況、財政健全化判断比率の
詳細は、市公式ホームページでも
公開しています。

問財政課（☎0854‐83‐8017）

一般会計　歳入・歳出グラフ

歳入
254億7,893万円

歳出
249億7,323万円

市税
37億3,418万円

14.7％

負担金及び手数料等
3億5,681万円

1.4％

繰入金 
10億2,771万円

4.0％

その他
13億4,666万円

5.3％

地方交付税
102億7,443万円

40.3％

自主財源  
64億6,536万円

25.4％

人件費
46億6,861万円

18.7％

扶助費
45億970万円

18.1％ 公債費
28億9,834万円

11.6％

義務的経費
120億7,665万円

48.4％

投資的経費
28億7,513万円

11.5％

その他 
100億2,145万円

40.1％

このグラフは歳出を義務的な
経費と投資的な経費に分けたもの

普通建設事業費
26億3,687万円

10.6％災害復旧事業費
2億3,826万円

0.9％

物件費
33億6,277万円

13.5％

補助費等
28億2,150万円

11.3％

維持補修費
2億3,430万円

0.9％

積立金
6億6,144万円

2.6％

繰出金
21億6,522万円

8.7％

その他 7億7,622万円 3.1％

依存財源
190億1,357万円

74.6％

このグラフは歳入を自主財源と
それ以外の依存財源に分けたもの

地方譲与税等
12億1,946万円

4.8％

地方特例交付金
1億5,528万円

0.6％

国庫支出金
36億8,724万円

14.5％

県支出金
19億4,346万円

7.6％
市債

17億3,370万円
6.8％

【一般会計・歳入】
　予算現額265億163万円に対
して、調定額260億4,935万円、
収入済額は254億7,893万円、
不納欠損額5,578万円、収入未
済額5億1,464万円の決算となっ
ており、収入率は予算比96.1％、
調定比97.8％となっています。
【一般会計・歳出】
　支出済額249億7,323万円、
執行率94.2％となり、翌年度繰
越額5億3,068万円を差し引い
た不用額は9億9,771万円となっ
ています。
【特別会計】
　6ある会計の歳入総額130億
6,004万円、歳出総額128億
1,162万円で実質収支額は、2億
4,255万円の黒字となりました。
【市債残高】
　一般会計における令和6年度
末の市債残高は、前年度末より
10億5,042万円減少しています。
特別会計分を合わせた市債残高
は、前年度末より9,372万円減
少し、306億4,531万円となり
ました。



問学事・魅力化推進室
（☎0854‐83‐8179）

マズクウリ・オサマさん

　
７
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ら
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い
外
国
語
指
導
助
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Ｔ
）
が
来
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ま
し
た
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市
内
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を
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わ
り
、
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国
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業
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し
て
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た
だ
き
ま
す
。
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外国語指導助手（ＡＬＴ）の紹介
　皆さん、こんにちは。新しいＡＬＴのマズクウリ・オサマです。５つの小学校
で勤務します。
　カリフォルニア州のサンディエゴという大都市出身で、そこは観光客で賑わっ
ています。サンディエゴは素晴らしい気候と美しいビーチでも知られています。
子どもの頃から歴史や物語が好きで、中でも日本の伝説や歴史が好きでした。初
めて読んだ日本の物語は、源義経の友人である弁慶の物語でした。それ以来、日
本の歴史と文化が大好きになりました。 　
　サンディエゴ州立大学で、映画とニューメディア制作の学位を取得し、映画や
テレビ番組の作り方を学びました。私の夢は、映画やテレビ番組を通して、歴史
と物語への愛を広めることです。
　私はイスラム教徒でもあり、自分の文化を皆さんと共有できることを楽しみに
しています。
　どんな質問にも喜んでお答えします！皆さんと一緒に働き、皆さんから学ぶこ
とを楽しみにしています！私たちにとって素晴らしい一年になりますように！

【一般コミュニティ助成事業】
　住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく
自治意識を盛り上げることを目指す活動に対して、（一財）自治総合センターが
宝くじの社会貢献広報事業として助成を行う事業です。
　例年、９月ごろに翌年度の募集が始まります。

８

宝くじ・コミュニティ助成事業

「テント他コミュニティ活動備品」を整備
宅野自治会長会

整備したテント

　このたび、宅野自治会長会が、宝くじの「一般コミュニティ助成」を受
け、テント５張、テーブル10台および付属品を整備しました。同会は、仁
摩町宅野地区の自治会の代表者が集まり、地域の課題解決に向けた話し合
いや、各種団体と協力し、盆踊りや町民運動会、文化祭などの地域行事を
おこなっています。
　今回、本助成事業を活用し、少人数でも無理なく準備・片付けが可能な備
品を整備しました。地域行事にかかる住民の負担を軽減することで、コミュ
ニティの結束力を高める各種行事の継続を目指しています。今回の助成を受
けて、まちづくり活動の充実と地域の活性化に寄与することが期待されます。

問まちづくり定住課
（☎0854‐83‐8030）
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左から、別所知樹さん、和田絆愛さん、門田真亜子さん、大中結衣さん、
深野蒼太さん、山崎有希斗さん
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「
市
長
の
日
記
」

大田市×セーフティーサポート㈱×三井住友海上火災保険㈱ 大田市×農林水産省農林水産政策研究所
農村ＲＭＯ推進に関する連携協定を締結地域防災取組に係る連携協定を締結

セ
ー
フ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
の
島
田

美
信
代
表
取
締
役
（
左
）

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の

古
池
祥
蔵
山
陰
支
店
長
（
右
）

　８月25日、大田市とセーフティサポート株式会社お
よび三井住友海上火災保険株式会社の３者が「地域防
災取組に係る連携協定」を締結しました。
　これは、市が推進する地域における防災取組の推進
や水災発生時における損害調査情報の提供などの支援
を実施することで、地域住民の防災リテラシーの向上や
地域防災の課題解決を目指すことを目的としています。
　セーフティサポート株式会社と三井住友海上火災保
険株式会社が、防災・災害関連の相談窓口となり、市
民や事業者の防災意識向上に繋がる啓発活動を推進す
るほか、水災発生時に三井住友海上が実施する損害調
査情報を市に提供することで、市民への罹災証明書の
迅速な発行が可能となります。
　古池山陰支店長は「全国で自然災害が甚大化してい
る。３者で連携し、一緒に安全安心を届けられるよう
にしていきたい」とあいさつしました。
　　　　　　　　 問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

農
林
水
産
省
農
林
水
産
政
策
研
究
所
の

八
百
屋
市
男
次
長
（
左
）

　８月19日、大田市と農林水産省農林水産政策研究所
が「農村ＲＭＯ（農村型地域運営組織）の推進に関す
る連携協定」を締結しました。
　これは、中山間地域における農村ＲＭＯの活動の活
性化および普及に資する調査研究を実施することによ
り、農用地保全活動や農業を核とした経済活動と併せ
て、持続可能なまちづくりの実現を目指し、地域課題
解決を実現することを目的としています。
　市内では池田地区、久利・大屋地区の２か所で農村
ＲＭＯの活動がおこなわれており、農地保全や地域活
動における多様な人材の参画などについて調査研究を
おこないます。
　農林水産政策研究所の八百屋次長は「大田市は小さ
な拠点づくりの先進的な取り組みが進んでおり、深い
研究や実践的な取り組みが可能になると思う。実りの
ある連携にしたい」とあいさつしました。
　　　　　　　　 問農地整備課（☎0854‐83‐8171）
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野
原
初
美
さ
ん
（
左
）

全国大会出場の意気込み力強く語る
全国中学校体育大会第56回全国中学校柔道大会

全国大会出場の結果を報告
市立第二中学校野球部

　８
月
19
日
か
ら
22
日
に
福
岡
市

総
合
体
育
館
（
福
岡
県
）
で
開
催

さ
れ
る
「
全
国
中
学
校
体
育
大
会

第
56
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
」

に
、
第
一
中
学
校
３
年
生
の
野
原

初
美
さ
ん
が
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
、
８
月
18
日
、
市
長
へ
報
告
し

ま
し
た
。

　野
原
さ
ん
は
「
得
意
技
の
内
股

を
活
か
し
て
一
つ
で
も
多
く
勝

ち
、
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　市
長
は
「
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
、
全
力
で
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

左
か
ら
顧
問
の
植
田
先
生
、主
将
の
服
部

聖
夏
さ
ん
、
市
長
、
副
主
将
の
松
村
友
雅

さ
ん
、副
主
将
の
月
森
瑞
貴
さ
ん

　８
月
18
日
か
ら
22
日
に
さ
が
み

ど
り
の
森
球
場
（
佐
賀
県
）
で
開

催
さ
れ
た
第
47
回
全
国
中
学
校
軟

式
野
球
大
会
に
出
場
し
た
第
二
中

学
校
野
球
部
の
生
徒
が
、
９
月
９

日
、
大
会
の
結
果
を
市
長
へ
報
告

し
ま
し
た
。

　主
将
の
服
部
聖
夏
さ
ん（
３
年
）

は
「
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
楽
し
く

戦
え
た
の
で
良
か
っ
た
。
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　市
長
は
「
全
国
大
会
出
場
は
本

当
に
す
ご
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

《市ホームページ》市長の日記▷◁《市ホームページ》市長の日記

さんそんりゅうがくせい

がんばっとるでぇ！山村留学生
保護者から感謝を込めて

ちょうき   さん そんりゅうがくせい
※　第22期長期山村留学生の保護者から、地域の皆さ
んへの感謝と収穫祭のご案内です。

活動中の山村留学生

◆山村留学について
　市では、都市部から小・中学生を受け入れ、自然体
験や地域行事などの活動をおこなう山村留学事業を実
施しています。今年は８人の留学生が留学生活を送っ
ており、１か月のうち10日間は、地域の農家さんのお
宅で貴重な農家生活を体験させていただいています。

◆さまざまな活動で育まれる「地域への愛着」と「生きる力」
　留学中は、畑や田んぼ作業、キャンプ活動、海活動、太
鼓活動など、さまざまな活動を通じて、地域への愛着形
成と生き抜くための体力、知識、技術が養われます。ま
た、自然の中で食材を確保し自炊する手法や、自然の恵
みに感謝し食材の生命を大切にいただくことを学びます。

◆地域の皆さん、農家の父さん母さんへの感謝！
　農作業体験、羽釜でのご飯炊き、酪農体験などは、
地域の皆さんのお世話があるからこそできる貴重な
体験です。特に農家の
父さん母さんは、わが
子に接するように温か
く大きな心で受け入れ
てくださっており、保
護者一同、心より感謝
しています！

◆「収穫祭」にお越しください！
　留学生を見守ってくださる地域の方々、受け入れ農
家の父さん母さん、学校の友達や先生方への感謝を込
め、留学生の保護者も「収穫祭」に出店を予定し、皆
さんに喜んでいただけるよう準備を進めています。ぜ
ひお越しください！

問山村留学センター（☎0854‐86‐0700）

11/15～16（土・日）／山村留学センター
　◆15（土） 13:00～16:30
　　個人体験発表、劇、太鼓演奏など
　◆16（日） 10:00～13:30
　　焼きそば・鶏飯・パンなど出店、ビンゴ大会

「収穫祭」のご案内「収穫祭」のご案内
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７
月
28
日
、
８
月
１
日
の
２
日
間
、
大
田
市
陸
上
競
技
場
（
久
手
町
）

の
奉
仕
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
奉
仕
作
業
は
「
大
田
市
陸
上
競
技
場
維
持
管
理
の
会
」（
株
式
会
社

コ
ー
ユ
ー
、株
式
会
社
長
嶋
組
、株
式
会
社
山
﨑
組
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ロ
ー

ド
株
式
会
社
、
有
限
会
社
安
藤
土
木
、
有
限
会
社
渡
辺
建
設
）
の
６
社

と
株
式
会
社
魚
の
屋
の
協
力
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
有
志
企
業
が
協
力
し
奉
仕
作
業

市
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
き
れ
い
に

　
ま
た
、
８
月
１
日
お
よ
び
８
月

18
日
・
19
日
の
３
日
間
、
株
式
会

社
山
﨑
組
に
よ
る
第
二
中
学
校
周

辺
の
草
刈
り
作
業
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
猛
暑
の
中
、
奉
仕
作

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
陸
上

競
技
場
で
は
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
や

す
い
状
態
に
、
ま
た
、
第
二
中
学

校
で
は
通
学
路
周
辺
の
美
化
が
図

ら
れ
、
利
用
者
や
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
大
変
過
ご
し
や
す
い
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
地
元
企
業
と
の
連

携
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
域
の

環
境
づ
く
り
に
お
い
て
、
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
奉
仕
作

業
を
実
施
し
た
「
大
田
市
陸
上
競

技
場
維
持
管
理
の
会
」
の
山
﨑
宏

隆
代
表
は
「
地
元
有
志
の
協
力
の

も
と
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

問
教
育
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
０
）

ト
ラ
ッ
ク
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

第53回全国消防救助技術大会に

大田消防隊員が出場

全
国
大
会
に
出
場
し
た
生
越
智
昭
隊
員

（
中
央
）

　令和７年８月30日、第53回全国消防
救助技術大会が兵庫県立広域防災セン
ターで開催されました。
　体力、精神力、技術力を養った全国
の消防救助隊員が一堂に会し、競い、
学ぶことを通じて他の模範となる消防
救助隊員を育成し、市民の期待に力強
く応えることを目的に開催されました。

▽出場隊員
　ロープブリッジ渡過
　　　　　　生越　智昭

▽大会結果　入賞 問消防本部（☎0854‐82‐0650）

「私の地元応援募金」
明治安田生命保険相互会社

  10月１日、明治安田生命保険相互
会社（永島英器代表）松江支社の
「私の地元応援募金」目録贈呈式が
おこなわれました。これは、明治安
田生命保険相互会社が、より豊かな
地域社会づくりに貢献することをめ
ざし、全国の自治体などに「地元の
元気プロジェクト」の一環として、
寄附を実施しているものです。
　大田市への寄附は令和２年度から
引き続き６回目で、寄附金は健康増
進事業に活用されます。

問総務部総務課（☎0854‐83‐8013）

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

松
江
支
社
　小
山
陽
子
支
社
長
（
左
）
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～一人で抱え込まずに、まずは相談を～

問介護保険課（☎0854‐83‐8059）

問大田市地域包括支援センター（大田市社会福祉協議会内）（☎0854‐83‐7766）
問介護保険課 高齢者福祉係（☎0854‐83‐8059）

※　相談された人のプライバシーは守られます。安心してご相談ください。

※　出典：厚生労働省 令和５年度「高齢者虐待防止等に関する調査結果」

＊ 高齢者の世話をしている家族、親族、同居人など

　高齢者虐待は、決して遠い世界の出来事ではなく、家庭や地域の中で起こり得る身近な問題です。
　介護者や家族による虐待は、本人の病状や認知症への理解不足、介護による疲れ、孤立感、経済的な負担な
ど、さまざまな背景から起こることがあります。

令和５年度には、全国で40,386件の虐待に関する相談・通報がありました。
虐待の種類は複数にわたります。

■ 養護者による高齢者虐待の現状（令和５年度）

　介護をしている人の中には、心身ともに疲れ果て、どうしていいか分からず追い詰められることがあります。
「もともとは良好な関係だったのに、つい手を出してしまった…」
「虐待している自覚があるけれど、止められない…」
そんな声も実際にあります。虐待は誰にでも起こり得るのです。

■ 虐待は「特別なこと」ではありません

•一人で抱え込まずに、まずは相談を
　　⇒ ケアマネジャーや地域包括支援センターに話してみましょう。
•地域の「気づき」と「声かけ」が命を守ります
　　⇒ 近所で気になる様子があれば、ためらわずに相談を。
•認知症への正しい理解と対応を
　　⇒ 認知症は病気です。正しい知識を持つことが虐待の防止につながります。

■ 虐待を防ぐために、今できること

■ 相談・通報はこちらまで

・身体的虐待（暴力など）　　　　　　　　　　…65.1％
・心理的虐待（怒鳴る、無視するなど）　　　　…38.3％
・介護放棄（必要な世話をしない）　　　　　　…19.4％
・経済的虐待（お金を渡さない、無断使用など）…15.9％
・性的虐待（性的な嫌がらせなど）　　　　　　…  0.4％

◆ 虐待の種類と割合（重複あり）

・被虐待者側の要因
　「認知症の症状」　　　…56.4％
・虐待者側の要因
　「介護疲れ・ストレス」…54.8％　　　　　「理解力の不足や低下」…47.7％
　「知識や情報の不足」　…46.5％　　　　　「精神状態の不安定」　…45.9％
　「介護力の低下や不足」…45.8％

◆ 虐待の主な原因（重複あり）

＊



広報おおだ　Ｒ7（2025）10.2313

大田市ＤＭＯってなーに？
～大田市のみんなで観光地域づくり～

【大田市ＤＭＯの取り組み　パート②】

　大田市ＤＭＯは市内のさまざまな関係者と連携し、観光地域づくりに取り組んでいます。私たちと一緒に大田
市の良さを伝え、未来につなげていきましょう！
　ここでは、ＤＭＯと地域で取り組んでいる企画をご紹介します。大田市には多くの観光資源や文化財がありま
すが、観光客だけでなく、市民の皆さんに楽しんでいただける場所がたくさんあります。

問観光振興課
（☎0854‐83‐8192）

大田市観光サイト Instagram Facebook YouTube

大田市DMO事務局
（一社）大田市観光協会
（☎0854‐88‐9950）
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問地域医療推進課（☎0854‐83‐8153）

種　類 医療機関 対象者など

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

40歳以上で次の該当者
・大田市国民健康保険加入者・生活保護受給者
・島根県後期高齢者医療制度加入者
◎自己負担金　無料

特定健診等健康診査
（６月～12月）

指定医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

種　類 医療機関 対象者など
その他の検診

歯周疾患検診
（７月～12月） 市内の歯科医療機関

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和
15年４月２日から昭和25年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料
◎お持ちいただくもの　健診受診票

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

指定歯科医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

令和８年４月１日時点で20､30､40､50､60､70歳の人
◎自己負担金　無料　
◎期間　７月～12月

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など 予約方法

50歳以上
・令和６年度胃がん検診
（胃バリウム検査・胃カメラ
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
＊無料になる人…生活保護
世帯の世帯員、市民税非課
税世帯の世帯員のみ

20歳以上の女性
対象者に個別通知を送付し
ています。
◎自己負担金
・子宮頸部検査
　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

40歳以上の女性
（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円

直接各医療機関へ
予約してください。

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

大田市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根
（☎0853‐20‐0649）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

胃がん
（胃カメラ）

検診
予約サイト

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

14



生後２か月以降の乳幼児
とその保護者
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☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
　※　受診時に自己負担軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
　また、加入の医療保険が分かる書類（「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」）
　をご持参ください。

健康ガイド11月

15

日　時種　類 場　所 対象者など 予約方法
がん検診（集団）

９:30～11:30
13:30～15:3014日㈮

13:30～15:30
17:00～19:0013日㈭

予約不要☆子宮頸がん
検診 13日㈭ 13:30～15:00

17:00～18:30 大田市民会館

20歳以上の女性
対象者に個別通知を送
付しています。
◎自己負担金
・子宮頸部検査　
　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイト
から予約してくだ
さい。　　　　　

予約サイト
大田市民会館

40歳以上の女性
（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診
（２方向撮影）

☆大腸がん検診
（容器配布）

13日㈭ 13:30～15:00
17:00～18:30 大田市民会館

予約不要

40歳以上
◎自己負担金　600円
※　２日間の便を容器
に取る検査です。
※　提出方法：ポスト
投函

４日㈫～７日㈮ ９:00～17:00 健康増進課

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

11月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

13:00～16:3019日㈬

９:00～10:30 大田市役所　４階和室 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

５日㈬

身体計測、授乳相談

９:30～10:30
受付９:15～28日㈮

こども家庭センター
「おおだっこ」
（大田市役所１階）

大田市役所　４階和室

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

ごくごく
授乳相談

乳幼児相談

育児教室
［ぴよぴよ］
ベビー

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）
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問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

知っていますか？子どもの権利
～まずは大人から学ぼう・始めよう～

　1989年に国連で採択された「子どもの権利条約」は、子どもの基本的人権を国際的に
保障するために定められた条約です。日本は1994年に批准しました。

子どもの権利条約は
●18歳未満の児童（子ども）を権利をもつ主体と位置づけ、
●おとなと同様にひとりの人間としての人権を認め、
●おとなへと成長する過程において、保護や配慮が必要な子どもならではの権利も定めています。
　子どもの権利を包括的に明示したこの条約は前文と本文54条からなり、子どもの生存・発達・保護・参加など
に関わるさまざまな権利を具体的に定めています。子どもの権利は、義務と引き換えに与えられるものではなく、
また何かをしないと取り上げられるものでもありません。

　この４つの原則は日本の「こども基本法」にも取り入れられ、原則の一つである「子どもの声を聴くこと」が
積極的に進められています。
　子どもが意見をもち、それを言えるようになるには、幼少期から、家庭や学校、地域などにおいて、日常的に
「あなたはどう思う？」と聴かれ、その意見が尊重される経験を積み重ねていくことが必要です。
　まずはおとなが子どもの権利について正しく理解し、子どもの話に耳を傾け、思いに寄り添うことから始めて
みませんか？

　子どもの権利を尊重し実践していく上で常に忘れてはならない「子どもの権利条約」の４つの原則があります。
　この４つの原則は、それぞれ条文に書かれた権利であると同時に、条約で定められているあらゆる権利を考え
る際に、常に合わせて考えることが大切です。

★「子どもの権利条約」４つの原則

★「子どもの権利条約とは」

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 11月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円  ②④200円

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

22日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
15日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
15日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
21日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

生命、生存および発達に対する権利
（命を守られ成長できること）
　すべての子どもの命が守られ、もって生まれた
能力を十分に伸ばして成長できるよう、医療、教
育、生活への支援などを受けることが保障される。

子どもの最善の利益
（子どもにとって最もよいこと）
　子どもに関することが決められ、おこなわれる
時は「その子どもにとって最もよいことは何であ
るか」を第一に考える。

子どもの意見の尊重
（意見を表明し参加できること）
　子どもは自分に関係のある事柄について自由に
意見を表すことができ、おとなはその意見を子ど
もの発達に応じて十分に考慮する。

差別の禁止（差別のないこと）
　すべての子どもは、子ども自身や親の人種や
国籍、性、意見、障がい、経済状況などいかなる
理由でも差別されず、条約の定めるすべての権利
が保障される。



問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

広報おおだ　Ｒ7（2025）10.2317

　食欲の秋、健康の秋。自分の体と向き合うのに、今がちょうどいい季節です。
　大腸がんはがんの中でも男女ともにかかる確率が高いがんになっており、検診での
　早期発見が重要です。
　今年度大腸がん検診を受けておられない人は、ぜひこの機会に検診を受けましょう。

“まだ大丈夫”があぶない！
「痛くない！簡単！すぐ終わる！」今こそ大腸がん検診を受けよう  

検便容器を受け取る 便を採る ポスト投函 結果の郵送

〇検診の流れ

容器の配布日に配布会場へお
越しください。
【持ってくるもの】
①検診料金
②ご加入の医療保険が分かる
書類（「資格情報のお知らせ」
または「資格確認書」をお持
ちください。
マイナンバーカードでは確認
ができませんのでご注意くだ
さい。）

便の採り方について
は容器と一緒にお渡
しする説明書をご参
照ください。

投函後、約２週間で
結果が自宅に郵送さ
れます。

がんやポリープなどによる大腸内の出血の有無を検査します。
〇大腸がん検診について

対 象 者

料　　金

検査内容
予　　約

40歳以上の人
600円
【無料になる人】 生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】 大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
  ※　受診時に自己負担額軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。
  必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
便潜血検査（自宅で採った２日分の便を調べます）
不要

〇検便容器の配布会場・日時
場　　　　　　所 日にち 時　　間

市役所　健康増進課
大田市民会館
まちづくりセンター
川合・大屋・久利・北三瓶・富山・朝山・波根・
鳥井・静間・大森・水上・祖式・大代・温泉津・
仁万・宅野・大国・馬路
まちづくりセンター
池田・志学・久手・長久・五十猛・湯里・井田・
福波

９:00～17:00
13:30～15:00､ 17:00～18:30

９:00～11:00､ 13:00～16:00

９:00～11:00､ 13:00～16:00

11月４日㈫～７日㈮
11月13日㈭

12月２日㈫

12月３日㈬
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蛍たちの祈り 　　町田　そのこ‖著　
　　　　　　　　　 東京創元社（中央図書館所蔵）

　蛍が湧き出る森。美しい風景を持
つ田舎の小さな町は、詮索と噂が弱
者を生きづらくする場所でもあった。
そんな街で起こった事件の陰に、毒
親に苦しむ子どもたちがいた。
　後に、差し伸べられる手により影
響を与えられた人々は、関わり合い
支え合う連鎖を生んでいき…。暗く重
いテーマの中にも、蛍の小さな光のよ
うな希望を感じられる物語です。
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今
回
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
に
か
け
て
お
こ
な
っ
た

「
仙
ノ
山
地
区
」の
発
掘
調
査
成
果

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
仙
ノ
山
は
、
大
永
７
（
１
５
２

７
）
年
の
発
見
伝
承
の
舞
台
で
あ

り
、
山
頂
に
近
い
石
銀
地
区
は
、

石
見
銀
山
で
本
格
的
な
銀
採
掘
が

始
ま
っ
た
当
初
の
中
心
地
の
一
つ

で
し
た
。
山
頂
周
辺
に
は
人
の
手

で
作
ら
れ
た
平
ら
な
場
所
が
多
く

あ
り
、昭
和
60
年
頃
の
調
査
で
は
、

そ
れ
ら
を
山
城
の
郭
と
見
な
し
て

「
仙
ノ
山
城
郭
群
」
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
に
先
立
っ
て
石
銀
地

区
の
西
端
部
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
め

頃
の
陶
磁
器
が
多
く
見
つ
か
る
一

方
で
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
資

料
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
石
見
銀
山
の
最
盛
期
の
様

子
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
石
銀
地
区
の
西

端
部
で
は
戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸

時
代
初
め
頃
に
利
用
さ
れ
て
い
た

痕
跡
が
見
つ
か
り
、
こ
の
範
囲
が

銀
山
開
発
の
早
い
時
期
か
ら
整

備
・
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
従

来
の
説
を
裏
付
け
る
成
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
、
仙
ノ
山
の
山

頂
部
に
は
広
い
平
坦
地
が
あ
る
も

の
の
、
山
城
に
関
連
す
る
遺
構
は

確
認
で
き
ず
、
江
戸
時
代
以
前
の

積
極
的
な
利
用
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
後
世
の
土
地
改
変
な
ど

に
よ
っ
て
、
山
城
に
関
連
す
る
遺

構
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
山
頂
で
確
認
で
き
た
人
為
的
な

痕
跡
は
、
明
治
時
代
に
三
等
三
角

点
を
設
置
す
る
際
に
建
て
ら
れ
た

櫓
の
跡
だ
け
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
仙
ノ
山
地
点
の

発
掘
調
査
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
も
記
さ
れ
た
「
仙
ノ
山
城
郭

群
」
を
示
す
具
体
的
な
資
料
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

仙
ノ
山
の
周
辺
が
戦
国
時
代
末
か

ら
江
戸
時
代
の
初
め
に
か
け
て

整
備
・
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

■：２館共通

11月の図書館お休みの日

◇展示テーマ
巡る としょ
　10月27日から11月９日までの２週間は秋の
読書週間です。この機会にいろいろな図書館
を巡ってみませんか。
　すてきな１冊と出会えますように。

読書の秋には文豪の本を…
　灯火親しむ候、文豪たちの本に目を通して
みませんか。
　仁摩図書館所蔵の明治から昭和初期に活躍
した文豪たちの初版本復刻版を展示、読みや
すい文庫本なども揃えました。文学に浸る秋
をお過ごしください。

◇11月の行事

図書館まつり

ナイトライブラリー

俳句大会展示 10月27日㈪～11月10日㈪

12日㈬～23日㈰

おはなし会

図書館 行　　事 日　　時

仁 摩

中 央
８日㈯　　①10:30～②14:00～
22日㈯　　①10:30～②14:00～

９日㈰ 終日

14日㈮ 17:00～21:00

15日㈯ 10:15～10:45

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第31回

市ホームページ
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ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
教
え

　
本
名
の
菊
地
聡
と
し
て
活
動
し

て
い
た
頃
、
テ
レ
ビ
局
の
ト
イ
レ

で
偶
然
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
秋
元
康
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た

際
「
君
っ
て
、
ト
イ
レ
で
も
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
る
ん
だ
ね
」
と
言
わ

れ
、
戦
争
を
経
験
し
た
「
肝
っ
玉

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
教
え
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　
母
と
ケ
ン
カ
す
る
と
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
家
に
行
き
、
話
を
聴
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
い
つ
も

「
愚
痴
を
言
え
る
の
は
生
き
て
い

る
証
拠
。
で
も
、
聴
く
人
の
気
持

ち
も
考
え
て
、
笑
っ
て
話
せ
。
空

を
見
上
げ
て
笑
顔
で
い
ら
れ
る
の

が
一
番
の
幸
せ
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
話
を
秋
元
さ
ん
に

伝
え
る
と
「
い
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ

ね
、
そ
れ
な
ら
今
日
か
ら
君
は

『
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
』
だ
ね
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

現
在
に
至
り
ま
す
。

言
葉
の
重
さ
と

　 ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
性

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
相
談
相

手
が
い
な
い
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム

で
知
り
合
っ
た
相
手
に
愚
痴
や
悩

み
を
話
し
、
誘
拐
な
ど
の
被
害
に

遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
を

渡
る
時
の
「
止
ま
る
・
見
る
・
待

つ
」
と
同
じ
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
を

使
う
と
き
も
ま
ず
立
ち
止
ま
り
、

真
意
を
見
極
め
、
投
稿
や
発
言
の

影
響
を
考
え
て
慎
重
に
行
動
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

言
葉
は
刃
物
に
も
な
る

　
大
人
も
子
ど
も
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を

教
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
無
免
許
運

転
の
よ
う
に
使
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
誹
謗
中
傷
や
人
権
侵
害
が

日
常
的
に
起
き
て
い
ま
す
。
言
葉

は
刃
物
と
同
じ
で
す
。「
死
ね
、

う
ざ
」
こ
ん
な
言
葉
は
「
暴
力
」

で
す
。
普
段
か
ら
こ
う
い
っ
た

言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
、
平
気
で

ネ
ッ
ト
に
書
い
て
し
ま
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
使
い
方
が
大
切
だ
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に
大
切
な
の

は
言
葉
の
使
い
方
で
す
。

　
ま
た
、
誤
っ
た
情
報
が
ネ
ッ
ト

上
に
拡
散
さ
れ
る
と
い
っ
た
二
次

被
害
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
電
車
に
た
だ
普
通
に
座
っ
て
い

た
だ
け
の
男
性
が
、
勝
手
に
盗
撮

し
て
い
る
よ
う
な
画
像
を
貼
り
付

け
ら
れ
、
盗
撮
魔
に
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
良
か
れ
と
思
っ
て

「
そ
の
男
性
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
」
と
拡
散
し
た
。
で
も
こ
れ

は
、
拡
散
し
た
全
員
が
加
害
者
で

す
。
自
分
の
中
で
は
正
義
だ
と

思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
時
に
暴

力
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
正

義
と
暴
力
は
紙
一
重
で
す
。

ネ
ッ
ト
で
殺
人
犯
に

　
　
　
　
　さ
れ
た
過
去

　
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
、
足

立
区
で
起
き
た
殺
人
事
件
に
自
分

が
関
与
し
て
い
る
と
の
虚
偽
情
報

が
ネ
ッ
ト
で
書
か
れ
、
殺
害
予
告

や
中
傷
が
、
多
い
日
で
千
件
以
上

届
き
ま
し
た
。

　
長
年
、
警
察
に
も
相
手
に
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
犯
罪

に
詳
し
い
刑
事
さ
ん
と
の
出
会
い

で
進
展
し
、
悪
質
な
書
き
込
み
を

お
こ
な
っ
た
19
人
が
検
挙
さ
れ
ま

し
た
。

　
加
害
者
の
多
く
が
、
涙
を
流
し

な
が
ら
「
ネ
ッ
ト
に
騙
さ
れ
た
」

「
洗
脳
さ
れ
た
」
と
話
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
ネ
ッ
ト
に
は
、
都
合
の
良
い
情

報
ば
か
り
が
集
ま
り
や
す
く
、
視

野
が
狭
く
な
り
が
ち
で
す
。
例
え

ば
、
筒
の
よ
う
で
す
。
筒
を
通
し

て
会
場
を
眺
め
る
と
、
中
に
見
え

る
の
は
９
人
で
す
。
自
分
の
気
に

入
っ
た
情
報
だ
け
が
集
ま
っ
て
く

る
と
、
周
り
が
見
え
な
く
な
り
、

自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
は
正
し

い
、
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、筒
を
目
か
ら
は
ず
し
た
ら
、

こ
ん
な
に
周
り
に
人
が
い
る
。
た

く
さ
ん
の
価
値
観
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は

使
い
方
次
第
で
ど
ん
ど
ん
価
値
観

を
狭
め
ま
す
。

最
大
の
仕
返
し
は

　
　
　 幸
せ
に
な
る
こ
と

　
最
初
に
書
き
込
み
を
見
た
と
き
、

絶
対
仕
返
し
を
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
相
手
を
見
つ
け

て
何
か
を
す
る
の
で
は
な
く
「
誰

よ
り
も
幸
せ
に
な
る
」
こ
と
が
最

大
の
仕
返
し
だ
と
ず
っ
と
思
っ
て

生
き
て
き
ま
し
た
。
毎
日
「
楽
し

い
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

「
今
日
は
天
気
が
い
い
な
」「
今
日

は
こ
ん
な
お
い
し
い
お
菓
子
を
食

べ
た
」
こ
ん
な
こ
と
を
ブ
ロ
グ
で

発
信
し
て
い
ま
す
。
誹
謗
中
傷
す

る
人
は
日
々
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

僕
は
何
か
い
い
こ
と
を
探
そ
う
と

思
っ
て
毎
日
が
楽
し
い
。
人
生
の

差
は
そ
こ
に
出
ま
す
。

　
笑
顔
は
う
つ
る
も
の
で
す
。

風
邪
は
う
つ
し
ち
ゃ
い
け
な
い

け
ど
、
笑
顔
は
う
つ
し
て
い
い
。

皆
さ
ん
、
家
を
出
る
と
き
も
帰
る

と
き
も
、
笑
顔
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

講
師
の
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

19

きずな
言
葉
の
責
任

　
８
月
18
日
、
第
三
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ
あ

い
会
館
第
三
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
を
大
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
し
、
２
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
タ
レ
ン
ト
の
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
講
演
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

〜
命
の
大
切
さ
、
人
生
の
大
切
さ
、
あ
き
ら
め
な
い
心
〜
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市　勢
（令和７年10月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　30,931人　（△  45）
　・男　　14,903人　（△  29）
　・女　　16,028人　（△  16）
○世帯数　15,190世帯（△  14）
○出生数　　　10人
○死亡数　　　59人
○面　積　435.34㎢

▽
申
込
方
法
　
対
象
者
・
申
請
者

　
の
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類

　（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参

　
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で

働
く
労
働
者
の
た
め
に
、
国
が

作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
事
業

主
の
人
が
、
建
設
現
場
で
働
く
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、

掛
金
を
充
当
し
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。
退
職
金
は
国

が
定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し

て
、
確
実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
安

心
・
安
全
で
す
。
詳
し
く
は
建
退

共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
方
法
　
随
時
募
集

▽
定
員
　
な
し

問
一
般
社
団
法
人
島
根
県
建
設
業

協
会

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
９
０
０
４
）

▽
日
時
　
12
月
14
日
㈰

　
　
　
　
13
時
15
分
〜
16
時
35
分

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
発
達
障
が
い
支
援
に
関

　
わ
る
人
、
関
心
の
あ
る
人
な
ど

▽
定
員
　
80
人
程
度

▽
形
式
　
集
合
研
修

▽
内
容
　
①
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
公
演

　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
島
根
の

　
皆
さ
ん

　
②
講
演

　
東
京
都
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事

　
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

い
人
も
、
申
請
に
よ
り
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を

受
け
た
場
合
は
、
税
法
上
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

す
べ
て
の
人
が
、
必
ず
対
象
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
　
継
続
し
て
控
除
を
受
け
る
に

は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
　
要
介
護
認
定
を
受
け
て

　
い
る
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、

　
主
治
医
意
見
書
な
ど
を
も
と
に

　
審
査
し
「
身
体
障
が
い
者
ま
た

　
は
知
的
障
が
い
者
に
準
じ
る

　
人
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
人

　
務
局
次
長  

加
藤
永
歳
さ
ん

▽
申
込
方
法
　
お
申
し
込
み
用
Ｕ

　
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
ま

　
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　（
お
申
し
込
み
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

▽
申
込
期
限
　
12
月
５
日
㈮

問
島
根
県
西
部
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ン
ド

（
☎
０
８
５
５
‐
28
‐
０
２
０
８
）

　
大
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
よ
り
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域

と
し
て
「
農
用
地
区
域
」
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な

ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
な
ど

の
承
認
）
が
必
要
で
す
。

　
農
地
が
該
当
区
域
に
あ
た
る
か

ど
う
か
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課

か
、
各
地
区
の
農
業
委
員
宅
に
あ

る
「
農
用
地
区
域
」
図
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

　
変
更
を
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月

４
日
㈫
か
ら
11
月
28
日
㈮
ま
で

に
、
農
林
水
産
課
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
６
）

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
６
）

▽
日
時
　
11
月
22
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
申
し
込
み
不
要
。

▽
上
映
作
品
　「
種
ま
く
旅
人
〜

　
く
に
う
み
の
郷
」（
１
１
１
分

　
／
２
０
１
５
年
）

▽
内
容
　
淡
路
島
を
舞
台
に
、
第

　
１
次
産
業
の
調
査
に
や
っ
て
来

　
た
女
性
が
、
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培

　
と
ノ
リ
の
養
殖
に
打
ち
込
む
兄

　
弟
と
出
会
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

　
け
に
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
に

　
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な

　
る
姿
を
描
く
。（
出
演
：
栗
山

　
千
明
　
桐
谷
健
太
　
ほ
か
）

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

所
得
税
・
住
民
税
上
の
障

害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

建
設
業
の
退
職
金
な
ら
、

建
退
共
制
度

発
達
障
が
い
地
域
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
５

農
用
地
区
域
の
変
更
は

11
月
28
日
ま
で
に

建退共
ホームページ

https://tinyurl.com
/3zxb

99m
h

ホームページ

催
　
　
し

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会



福
祉
の
お
仕
事
を
知
り
た
い
人
あ

つ
ま
れ
！

　
福
祉
や
保
育
の
仕
事
に
関
わ
る

団
体
・
事
業
所
が
福
祉
の
魅
力
を

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
現
場

で
働
く
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
福
祉
を
学
ぶ
学
生
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
。
見
て
、
感
じ
て
、

体
験
し
て
、
福
祉
っ
て
い
い
な
と

感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
12
月
14
日
㈰

　
　
　
　
11
時
〜
15
時

▽
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

　
　
　
　
大
展
示
場
（
松
江
市
）

▽
参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

○
魅
力
発
見
ス
テ
ー
ジ

　
福
祉
を
学
ぶ
学
生
の
ス
テ
ー
ジ

　
発
表

　
福
祉
の
お
し
ご
と
魅
力
発
見

　
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

　
そ
の
他
団
体
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

　
マ
ン
ス

○
福
祉
・
保
育
事
業
所
に
よ
る

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
　
詳
し
く
は
島
根
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
島

根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
５
７
）

　
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
や
魅
力
を
体
験
す
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機

構
と
と
も
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ボ
ー 

ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
㏌
大
田
」
を

開
催
し
ま
す
。
開
催
当
日
は
元

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
も
参
加
し
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を

お
こ
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
７
日
㈰

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
大
田
総
合
体
育
館

　
　
　
　
競
技
場

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　（
午
前
）
あ
そ
ビ
バ

　
保
育
園
年
中
〜
小
学
2
年
生

　（
午
後
）
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
小
学
１
年
生
〜
小
学
６
年
生

▽
定
員
　（
午
前
）
親
子
60
組

　
　
　
　（
午
後
）
75
人

　
・
問
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
７
７
４
）

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

の
体
験
・
交
流
が
で
き
る
場
と
し

て
「
ス
ポ
レ
ク
広
場
」
を
開
催
し

ま
す
。
小
学
生
を
対
象
に
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
を

用
意
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
15
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
大
田
総
合
体
育
館

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
小
学
生

　
・
問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

　
食
肉
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
と

調
理
方
法
の
取
得
を
目
的
と
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
12
日
㈮

　
　
　
　
10
時
〜
12
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー（
旧
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
）

　
調
理
実
習
室

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
20
人

▽
講
師
　
大
野
美
穂
さ
ん

▽
メ
ニ
ュ
ー
　
家
庭
で
気
軽
に
作

　
れ
る
肉
料
理
ほ
か

▽
申
込
期
間
　
11
月
４
日
㈫

　
９
時
〜（
定
員
に
達
す
る
ま
で
）

※
　
当
日
は
エ
プ
ロ
ン
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　
・
問
島
根
県
食
肉
事
業
協
同
組

合
連
合
会

（
☎
０
８
５
４
‐
85
‐
７
８
４
３
）

　
市
で
の「
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
」

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
っ
て
な
に
？
」

「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
？
」
な

ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
21
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
20
日
㈭

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
応
用
）

　
い
ろ
い
ろ
な
関
数
、
複
合
グ
ラ

フ
の
作
成
、
一
歩
進
ん
だ
使
い
方

な
ど
。

▽
期
間
　
12
月
３
日
〜
12
月
22
日

　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮

　
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

　
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
26
日
㈬

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）
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ホームページ

衛
生
的
な
食
肉
料
理
講
習
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
募
集
説
明
会

募
　
　
集

第
37
回
島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ス
ポ
レ
ク
広
場（
大
田
会
場
）

を
開
催
し
ま
す

申申

申

申申

し
ま
ね
の
福
祉
・
保
育

Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
フ
ェ
ス
タ
㏌
大
田



　マイナンバーカードの交付・申請・更新について、次の
とおり、休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請や受け
取りが難しい人は、ぜひ、ご利用ください。
なお、予約制とします。
▽開設日時
　休日窓口（日曜日）８:30～12:00
　　11月９日　  12月14日
　平日窓口延長  17:20～19:40
　　11月17日　  12月22日
▽申請・交付場所　　市役所本庁 市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などにより、変更する場合があります。
　　　　　　 　　　　・問市民課（☎0854‐83‐8067）
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県
内
の
保
育
所
な
ど
に
就
業
中

　
の
保
育
士
で
正
規
職
員
を
目
指

　
す
人

▽
定
員
　
各
10
人

▽
申
込
期
限
　

　
[Ａ
コ
ー
ス
]10
月
31
日
㈮

　
[Ｂ
コ
ー
ス
]11
月
14
日
㈮

　
[Ｃ
コ
ー
ス
]11
月
21
日
㈮

　
・
問
社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社

会
福
祉
協
議
会 

石
見
支
所
（
島
根

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見
分
室
）

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
４
０
）

　「
し
ま
ね
で
暮
ら
す
」「
し
ま
ね

で
働
く
」
と
出
会
う
！
楽
し
い
企

業
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
約
１
６
０
社
の
企
業
が
大
集

合
！
私
服
参
加
Ｏ
Ｋ
！
相
談
・
職

業
興
味
検
査
コ
ー
ナ
ー
や
大
抽
選

会
も
あ
り
ま
す
。
県
内
学
校
や
県

外
か
ら
の
無
料
送
迎
バ
ス
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

☆
保
護
者
の
人
は
「
保
護
者
の
た

め
の
し
ま
ね
就
活
応
援
サ
イ
ト
」

会
員
登
録
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

▽
日
時
　
12
月
27
日
㈯

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
16
時

▽
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

　
　
　 

（
松
江
市
）

▽
対
象
　
大
学
な
ど
に
在
学
中
の

　
学
生（
全
学
年
）、既
卒
３
年
以

　
内
の
人
、
若
年
・
一
般
求
職
者
、

　
保
護
者
な
ど

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
当
日
参
加
も
可
能
）

　
・
問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

（
☎
０
１
２
０
‐
67
‐
４
５
１
０
）

　
保
育
現
場
に
お
け
る
必
要
な
知

識
や
技
術
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

[Ａ
コ
ー
ス
]発
達
に
特
性
の
あ
る

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
と
保
護
者
支

援
に
つ
い
て

[Ｂ
コ
ー
ス
]毎
日
が
発
見
と
冒
険

〜
今
、
保
育
が
お
も
し
ろ
い
！
〜

[Ｃ
コ
ー
ス
]子
ど
も
の
『
わ
く
わ

く
』
を
引
き
出
す
制
作

※
　
詳
し
く
は
島
根
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　

　
[Ａ
コ
ー
ス
]11
月
14
日
㈮

　
13
時
20
分
〜
15
時
30
分

　
[Ｂ
コ
ー
ス
]11
月
29
日
㈯

　
13
時
20
分
〜
15
時

　
[Ｃ
コ
ー
ス
]12
月
６
日
㈯

　
13
時
20
分
〜
16
時

▽
会
場
　

　
[Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
]

　
い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

　
[Ｃ
コ
ー
ス
]浜
田
市
幼
児
教
育

　
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
島
根
県
内
で
保
育
士
と

　
し
て
就
職
を
希
望
す
る
人
（
潜

　
在
保
育
士
・
保
育
士
養
成
校
の

　
卒
業
年
次
学
生
）
ま
た
は
島
根

申

申

保
育
士
就
職
・
お
仕
事
応

援
セ
ミ
ナ
ー
西
部
会
場

ホームページ

「
リ
ア
ル
で
つ
な
が
る
キ
ャ

リ
ア
フ
ェ
ス
！
〜
し
ま
ね

ジ
ャ
ン
ボ
企
業
博
〜
」

参
加
者
募
集
！

休日と夜間にマイナンバーカード窓口を開設

◆まめネットとは…
　『まめネットカード』を持っている皆さんの
医療や介護の情報を島根県内のさまざまな機
関で共有するネットワークです。病院・診療
所間のカルテ情報の共有や、主に訪問系サー
ビスを提供する事業所間での情報共有をおこ
なっています。
◆ここがポイント
・カルテ情報を共有することで検査や投薬の
　重複を避けるなど、より正確な診断ができ
　るようになります。
・救急搬送された場合にも病歴や服薬情報が
　確認できるため、迅速に適切な処置を受け
　ることができます。
・スムーズな情報共有により医療機関と訪問
　看護・介護事業所の連携を深め、質の高い
　サービスにつなげます。
◆登録・利用料などは無料
　右のステッカーがある医療機関で、どなた
でも登録および利用ができます。この機会に
ぜひ加入しませんか？

問ＮＰＯ法人しまね医療情報ネットワーク協会
 （☎0853‐22‐8058）

ホームページ
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　市では、新庁舎と子育て拠点施設に関する市民の皆さんの理解を深めていただくため、市内の団体が主催する
集会に職員が出席し、事業を説明する「出前説明会」をおこなっています。ご関心のある団体の皆さんは、ぜひ
ご依頼ください。
▽実施期間　令和７年12月26日㈮まで（土日祝日、開庁時間外を含む）
▽実施内容　新庁舎および子育て拠点施設の整備検討状況に関する説明および質疑応答
※　令和７年７月に開催した市民説明会の説明内容および資料となりますが、ご要望により調整します。
※　実施時間は、説明30分を含み最大２時間とします。
▽申込対象　地域住民、民間団体、企業などの市内の団体が主催する、参加予定人数がおおむね10人以上の集会。
　そのほか詳細は、下記の二次元コードから、市ホームページをご覧ください。
▽申込方法　開催希望日時の２週間前までに、下記の申込フォーム、または市ホームページにある申込書により
　メール、ＦＡＸのいずれかでお申し込みください。

問新庁舎整備課（☎0854‐83‐8010）

　島根県では、毎年、ダニが媒介する感染症の患者発生があります。
　病原体を持ったダニ類に刺されると重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）や
日本紅斑熱などのダニ媒介感染症に感染するおそれがあります。
　ダニは畑や山や庭先だけでなく、ペットに付着していることもあります。ダニ
が多く生息するような場所に入る時には、長袖長ズボン、帽子や手袋などを着用
し、肌の露出を避けるよう心掛けましょう。服は、ダニを目視で確認しやすい明
るい色のものがお薦めです。服の上から用いるタイプの虫除け剤も効果的です。
　もしも刺されていた際は、ダニを無理に引き抜こうとせず、皮膚科などの医療
機関で処置してもらいましょう。
　刺されて２週間程度は体調変化（発熱、下痢、嘔吐、発疹など）に注意し、症状
があれば早めに受診しましょう。
　また、ペットを飼っている人は、外出から帰宅した後にはペットにもダニが付着
していないか確認しましょう。

問県央保健所衛生指導課（☎0854‐84‐9807）

新庁舎・子育て拠点施設整備事業に関する
出前説明会を実施中です

ダニの危険、知ってますか？

出前説明会概要
市ホームページ

出前説明会
申込フォーム

島根県保健環境科学研究所
作成パンフレット



急ぐ日も  足止め火を止め  準備よし

ごみの持ち込み

11月不燃ごみの収集日

　

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　２日・16日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋

26
21
27
25
28
27
19
20
17
18
20

日日12
７
13
10
14
11
５
６
４
４
６

19日
18日

　秋の全国火災予防運動が11月９日から11月15日まで全国
一斉に実施されます。
　この時期は空気が乾燥し、火災が起こりやすいため、屋
内・屋外を問わず火の取り扱いには十分注意しましょう。

　たばこ、ストーブ、こんろ、電気機器など、生活する上でかかせない
身近にあるものが火災原因の上位を占めています。
　この機会に防火についてもう一度再確認されてはいかがでしょうか。

●家族で取り組もう 住宅防火対策

～住宅防火  いのちを守る10のポイント～

１．寝たばこを絶対にしない、させない。
２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
４．コンセントは、ほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

１．火災の発生を防ぐために、ストーブや、こんろなどは安全装置の
　　付いた機器を使用する。
２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、
　　10年を目安に交換する。
３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類および
　　カーテンは、防炎品を使用する。
４．火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を
　　確認しておく。
５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保
　　し、備えておく。
６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火
　　対策をおこなう。

　住宅用火災警報器や消火器の設置・維持管理について何か不明な点
がありましたらお問い合わせください。

問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）

●４つの習慣

●６つの対策
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行
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す
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田
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大
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大
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地
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ー
ム
ペ
ー
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メ
ー
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見
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す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す

©
2012 大

田
市
 ら
と
ち
ゃ
ん
 K596

詳しくは、市ホームページをご覧ください
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甲
子
園
に
出
場
し
て
い
か
が

で
し
た
か
？

大
田
二
中（
鳥
井
町
）出
身
高
校
生

全国高等学校
野球選手権大会

岡田晴樹選手
はるき

《明豊高校 結果》

【１回戦】 市船橋（千葉）
　　　　 〇　6-2
【２回戦】 佐賀北（佐賀） 　
　　　　 〇　6-1
【３回戦】 県岐阜商（岐阜）
　　　　 ●　1-3

森 優晴選手
ゆうせい

《開星高校 結果》

【１回戦】 宮崎商（宮崎） 
　　　　 〇　6-5
【２回戦】 仙台育英（宮城）
　　　　 ●　2-6

後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

　
８
月
に
阪
神
甲
子
園
球
場
（
兵

庫
県
西
宮
市
）
で
お
こ
な
わ
れ
た

「
第
１
０
７
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
大
会
」に
、鳥
井
町
出
身

の
岡
田
晴
樹
選
手
と
森
優
晴
選
手

が
出
場
し
た
こ
と
を
８
月
21
日
、

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
岡
田
さ
ん
が
所
属
す
る
明
豊
高

等
学
校
野
球
部（
大
分
県
別
府
市
）

は
３
回
戦
ま
で
、
森
さ
ん
が
所
属

す
る
開
星
高
等
学
校
野
球
部
（
島

根
県
松
江
市
）
は
２
回
戦
ま
で
勝

ち
進
み
ま
し
た
が
、
双
方
と
も
結

果
は
惜
し
く
も
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。

（
岡
田
さ
ん
）
た
く
さ
ん
の
方
に

応
援
い
た
だ
く
中
で
試
合
が
で
き

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
２
試
合

勝
利
し
、
応
援
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
恩
返
し
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
野
球
を
続
け
た
い
。

野
球
の
上
達
も
だ
が
、
人
と
し
て

の
人
間
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

（
森
さ
ん
）
開
星
高
等
学
校
は
８

年
ぶ
り
の
甲
子
園
出
場
と
な
り
、

久
し
ぶ
り
に
出
場
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
。２
回
戦
で
敗
退
し
た
が
、

多
く
の
方
に
応
援
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
い
る
。
県
大
会
と
は
違
う

雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
。

（
岡
田
さ
ん
）
野
球
は
チ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
。
個
人
の
力
だ
け
で
は
難

し
い
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
高
ま
れ

ば
、
甲
子
園
が
近
づ
く
。
甲
子
園

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

（
森
さ
ん
）
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
う

え
で
、
苦
し
い
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
ひ
と
り
で
は
乗
り
越
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
試
合
で
も

チ
ー
ム
で
協
力
し
合
い
、
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

　
市
長
は
「
野
球
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
。
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
成
し

遂
げ
る
経
験
は
社
会
に
出
て
強
み

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
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